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昨
年
の
春
、
京
都
の
新
村
鵬
先
生
か
ら
ｂ
忠
ひ
が
け
も
な
く
私
の
醤
稿
「
奮
訓
十
七
條
窓
法
」
が
あ
っ
た
ら
一
冊
ほ
し
い
ど
の
命
が
あ

ゆ

っ
た
。
そ
れ
は
京
都
日
伊
協
會
に
於
て
、
十
七
催
憲
法
を
伊
太
利
諜
に
す
る
計
謡
の
準
備
喪
料
に
供
す
る
爲
で
あ
る
こ
ざ
が
、
後
に
わ
か

っ
た
。
私
の
こ
の
瞥
稿
は
、
ま
だ
奈
良
に
ゐ
た
際
、
恰
も
聖
徳
太
子
の
千
二
盲
年
御
速
忌
に
徴
つ
た
大
正
十
年
三
Ｈ
に
、
試
み
た
も
の
で

〃

、

あ
る
が
、
そ
の
後
多
小
な
り
養
っ
て
来
た
古
訓
軸
の
知
識
か
ら
兇
る
ご
℃
訂
正
し
た
い
仙
虚
が
、
年
ご
共
に
漸
次
蛾
し
て
来
る
の
で
あ
つ

Ｐ
１
１
ｂ
ｒ

グ

●

●

、

て
、
あ
の
ま
ゞ
人
に
兄
ら
れ
る
こ
さ
は
《
や
シ
汗
顔
を
蝿
え
る
卿
も
あ
る
が
、
念
の
事
で
は
あ
っ
た
し
、
姑
ら
く
そ
の
ま
ゞ
先
生
に
は
差

■
■
日
日

″

Ｊ

上
げ
る
こ
Ｅ
に
し
た
。
画
く
私
は
、
二
十
除
年
前
の
小
作
の
名
前
を
℃
人
か
ら
呼
び
か
け
ら
れ
て
ｂ
多
少
の
懐
か
し
み
を
も
感
じ
た
し
Ｄ
・
亦
、

Ｊ

こ
れ
を
機
會
に
こ
の
盤
稿
に
朱
を
入
れ
て
兄
た
く
も
な
っ
た
。
そ
の
矯
北
回
紀
の
古
訓
を
兄
る
こ
ご
に
心
が
動
い
て
、
か
の
剛
に
比
較
す
る

、

芭
、
、
地
方
に
ゐ
て
も
自
山
に
兄
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
北
い
紀
の
古
紗
本
（
複
製
）
に
、
暇
勺
目
を
雌
す
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
み
。
こ
シ

ゲ

１

に
揺
げ
る
語
莱
は
、
さ
う
し
た
折
友
没
然
記
し
て
お
い
た
も
の
の
巾
か
ら
、
二
三
を
杣
川
し
て
懸
案
を
試
み
た
も
の
で
あ
っ
て
、
小
牧
教

、

授
に
對
す
る
献
蒜
の
料
こ
し
て
は
雑
だ
砿
末
な
有
合
せ
で
あ
る
。
、

グ

古

ニ
ー
Ⅱ
叩
胚
、
恥
と
、

．
典
卜
制
、
而
勃
４
孜

訓

語
彙
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､

、

さ
て
こ
の
内
「
脈
監
」
を
イ
ト
ナ
シ
又
は
イ
ト
マ
ナ
シ
ピ
洲
ず
る
典
擴
に
つ
い
て
は
、
蕊
北
大
學
の
紳
則
喜
一
郎
教
授
が
、
鰊
て
支
那

學
恥
蝿
非
馴
仁
榊
謹
蝿
岬
”
礎
球
に
於
て
精
繊
な
孜
流
を
さ
れ
た
か
ら
、
．
そ
れ
に
識
る
こ
ご
ぜ
し
て
、
私
は
念
字
殊
に
暎
字
の
訓
方
に
つ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

い
て
一
往
の
解
騨
笹
つ
け
た
い
ご
恩
ふ
。
こ
の
二
手
に
つ
い
て
は
排
紀
通
行
本
（
今
寛
文
九
年
本
を
用
ゐ
る
）
‐
は
、
念
宇
を
．
、
ロ
ノ
イ

○

○
。

○

カ
リ
ピ
川
じ
、
脱
字
ば
無
洲
で
あ
る
。
古
紗
本
に
つ
い
て
拠
る
ざ
、
念
字
は
各
本
一
様
に
．
、
ロ
ノ
イ
カ
リ
ピ
つ
け
て
あ
る
が
、
脱
字
は

岩
崎
本
オ
モ
ヘ
リ
ノ
イ
カ
リ
（
一
洲
オ
モ
ミ
イ
カ
リ
叉
一
洲
オ
ヘ
リ
ノ
イ
カ
リ
）
、
北
野
本
オ
雪
プ
ノ
イ
カ
リ
（
一
訓
オ
ヘ
リ
）
、
岡
韮
椰
寮

本
オ
｜
モ
テ
ノ
ィ
ヵ
ノ
リ
（
一
訓
オ
モ
ヘ
リ
）
ご
あ
る
。
矯
崎
本
の
オ
モ
ヘ
リ
ノ
イ
カ
リ
は
平
安
中
期
の
加
軸
ご
見
る
べ
き
朱
軸
で
あ
っ
て
や

ご
保
制
さ
れ
た
。

○

○

十
七
條
懸
法
の
「
十
Ｍ
絶
念
莱
眠
」
の
北
Ⅱ
紀
の
古
訓
は
、
恋
字
を
．
、
ロ
ノ
イ
カ
リ
、
暎
宇
を
オ
モ
ヘ
リ
ノ
イ
カ
リ
ご
誠
ん
で
ゐ
る
。

ｊ

内
藤
湖
南
先
生
は
毎
日
新
聞
牡
複
製
の
秘
締
大
槻
の
「
古
”
本
日
本
替
紀
解
題
」
に
於
て
、
十
七
條
窓
法
の
古
訓
塁
一
両
及
さ
れ
、
替
紀
の

古
訓
の
多
く
は
、
拷
、
支
那
古
典
瀞
の
洲
義
に
振
る
脈
を
布
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
布
も
も
な
か
っ
た
こ
さ
を
陳
一
ぺ
ら
れ
た
末
に
ｂ

弟
八
催
の
公
事
脈
監
を
「
公
ノ
事
ハ
イ
ト
ナ
Ｚ
ご
洲
め
る
は
い
か
な
る
樵
り
ざ
こ
ろ
あ
る
に
か
。
紳
叉
節
十
催
に
絶
念
棄
暎
を

Ⅲ

「
念
ヲ
絶
チ
脈
ヲ
乗
テ
」
ご
よ
み
、
域
は
眼
を
「
オ
モ
ミ
イ
カ
リ
」
。
ご
よ
み
し
な
．
ざ
も
聯
い
か
な
る
典
篠
あ
っ
て
か
、
〃
今
胤
曹
か

。

ぎ
り
の
支
那
の
古
き
小
學
背
ざ
も
に
て
は
、
か
く
洲
ず
べ
曹
故
明
か
な
ら
ず
。

、

〆

ご
疑
は
れ
、
さ
て
更
に
・

争
Ｆ

／

ｉ
↓
さ
蝿
こ
も
か
湧
る
朧
朧
も
念
砿
等
の
古
訓
は
兄
存
小
學
排
に
典
蝶
な
し
さ
て
、
一
概
に
非
ご
す
べ
か
ら
ず
。

オ
モ
ヘ
リ
ノ
イ
カ
リ
（
眠
）

丈
學
研
究
策
三
士
一
藤

１
１
１
ト
ー
１
１
１
Ｉ

’

1

’
ロ
Ｉ
、
１
１
Ⅱ

一

四一＝

四

も

Ｉ
１
１

＃

（
三
八
六
六
）

’

ザ



1
，

/ r
I 『

’1

｜ ／

V

P

１
１

U

〆

す
べ
て
こ
の
朱
鮎
は
現
存
番
紀
の
訓
軸
中
最
古
の
も
の
ざ
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

部
十
七
條
遜
法
玄
悪
性
抄
に
蝶
る
さ
、
明
↓
傅
岬
球
癖
鋤
↑
浄
岼
垂
剰
に
「
思
レ
心
爾
し
念
、
州
し
色
爲
レ
眼
也
」
ご
あ
る
ご
あ
り
、
延
い
て

そ
れ
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
ら
う
、
仲
範
の
誰
逼
い
ふ
も
の
に
も
、
こ
の
解
そ
の
ま
シ
が
兇
え
て
ゐ
る
。
し
か
し
こ
の
解
が
果
し
て
如
何

な
る
杏
に
典
擴
を
有
す
る
か
は
明
か
で
な
い
。
元
来
念
宇
は
純
丈
に
州
也
も
王
端
に
恨
也
さ
あ
り
ｂ
そ
の
他
、
悲
也
か
怒
也
・
怨
也
な
ご

Ｏ

の
川
が
あ
る
か
ら
、
和
訓
し
て
ウ
ラ
ム
・
イ
カ
ル
・
イ
キ
ド
ホ
ル
な
ご
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
暎
字
は
読
女
に
張
廊
也
、
廠
訓
に
怒
也
ご

、

‐
Ｏ

あ
り
、
「
眼
目
」
ご
い
ふ
熱
字
も
あ
る
か
ら
、
和
訓
し
て
、
イ
カ
ル
ご
い
ひ
、
又
メ
ヲ
イ
カ
ラ
ス
な
ざ
も
い
ひ
得
る
。
而
し
て
叩
字
に
共

○

１
℃
Ｏ

通
す
る
所
は
イ
カ
ル
で
あ
る
が
、
弧
ひ
て
噸
字
の
義
を
随
別
す
る
鰯
に
、
念
宇
は
心
に
從
ふ
故
に
心
の
イ
ヵ
リ
ざ
し
、
眼
字
は
目
に
從
ふ

故
に
誠
伽
に
表
れ
た
る
イ
カ
リ
ご
す
る
こ
ぐ
」
は
、
さ
し
て
無
理
も
な
い
や
う
で
あ
る
。
只
オ
モ
ー
ヘ
リ
ご
い
ふ
語
が
近
代
語
に
な
い
篤
に
鍵

、

、

に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
“

○
Ｏ

オ
モ
ヘ
叺
は
批
刺
紀
の
洲
に
は
術
用
の
語
漿
で
あ
っ
て
、
色
字
・
顔
宇
を
滅
ん
で
ゐ
る
・
↑
（
雁
紳
・
雄
略
・
武
烈
・
繼
総
・
犬
武
の
諦
紀
）

肺
一
け
本
唯
略
紀
に
は
「
紳
色
」
を
タ
マ
シ
ヒ
オ
モ
ヘ
ラ
ヒ
ご
つ
け
て
あ
っ
て
、
・
オ
モ
ヘ
リ
の
延
一
》
刷
形
も
兄
え
て
ゐ
る
。
こ
の
語
は
綾
紀
宣

ハ・ 稲・I叩 フー

には

ｆ
１
ソ
嘩
囎
岐
菰
解
艇
久
…
．
↓
・
ｃ

さ
、

・
誰
方
抑
一
川
、
邪
４
．

ご
あ
，
り
ｂ
詔
詞
解
が
．
勺

力
士

面
の
け
し
き
に
て
、
俗
に
甑
ぶ
り
顔
色
也
。

○

ご
解
し
て
ゐ
る
如
く
Ｄ
又
色
字
を
減
む
の
で
も
知
ら
れ
る
や
ぅ
に
、

古
川
研
錐
小
孜

｣

1

’
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ホ
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キ
芦
」
い
鼻
睾
斐
じ
あ
る
。
北
野
本
に
は
、
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丈
學
研
究
錐
二
一
十
二
一
秘
．
一
六
．
（
二
一
八
六
八
）

ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
ア
リ
官
ロ
コ
ピ
ケ
マ
ハ
ヌ
ミ
オ
モ
フ
リ
－
１
勺
三

疋
呈
有
二
不
悦
之
色
一
（
應
紳
紀
即
那
町
）

〆

ご
い
ふ
條
に
、
ミ
オ
モ
フ
リ
さ
假
名
づ
け
て
あ
る
。

ウ

か
く
オ
モ
ヘ
リ
は
奈
良
州
に
存
し
、
古
紗
矯
崎
本
の
朱
鮎
に
も
あ
る
所
か
ら
兇
て
、
一
洲
の
オ
モ
テ
ノ
イ
カ
リ
ご
い
ふ
の
は
、
益
し
オ

ー
毛
ヘ
リ
の
義
の
不
明
に
な
っ
た
時
代
に
改
め
附
け
た
後
の
も
の
ら
し
く
老
へ
ら
れ
る
。
岩
崎
本
の
後
入
の
一
訓
オ
モ
ミ
イ
カ
リ
ぽ
魁
湖
南

先
生
も
疑
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
他
に
は
凡
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
戎
は
何
か
の
淡
席
で
は
な
か
ら
う
か
。
し
か
し
オ
ヘ
リ
・
の
方
は
容
易

恥

‐
、
く
没
却
さ
れ
な
い
や
う
に
Ⅲ
心
ふ
。
か
の
オ
モ
ホ
ス
が
オ
ム
ボ
ス
さ
い
ふ
階
段
を
純
て
オ
ポ
ス
さ
塗
っ
た
の
ご
同
様
に
、

オ
モ
ヘ
リ
‐
Ｉ
↓
オ
ム
ペ
リ
ー
↓
オ
ペ
リ
。

・
、

ご
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
℃
オ
ペ
リ
（
へ
は
濁
っ
て
發
需
さ
れ
た
）
ご
い
ふ
鍵
批
語
が
存
し
た
ら
う
ご
い
ふ
私
老
で
あ
る
。

タ

〃

オ
モ
ヘ
リ
を
動
詞
思
う
の
存
嘩
形
拙
ヘ
リ
だ
ご
老
へ
る
論
も
あ
る
（
而
弊
利
の
假
名
か
ら
は
差
支
な
い
）
が
、
・
川
ザ
テ
ヰ
ル
ご
い
ふ
義

で
は
む
し
ろ
心
中
に
脇
す
る
か
ら
如
何
か
ご
老
へ
る
。
ま
さ
か
「
思
有
於
内
、
必
形
於
外
」
ご
い
ふ
迂
曲
な
表
現
で
も
あ
る
ま
い
。
北
野

本
に
ミ
オ
モ
フ
リ
さ
い
ふ
形
も
あ
る
こ
、
ざ
で
あ
り
も
オ
モ
は
両
、
ヘ
リ
は
ブ
リ
ご
同
じ
だ
ご
す
一
息
凹
一
長
の
説
が
よ
い
で
あ
ら
う
や

グ
ー

・
蹴
っ
て
こ
の
．
、
ロ
．
、
ノ
ィ
ヵ
リ
も
オ
モ
ヘ
リ
ノ
ィ
ヵ
リ
も
、
我
が
國
請
に
幣
川
さ
れ
た
自
然
な
る
語
莱
ご
い
ひ
得
な
い
こ
ご
は
勿
論
で

、
あ
る
・
荘
だ
不
自
然
で
あ
り
生
硬
な
、
抑
叩
は
ぱ
也
課
的
解
樺
諦
ど
も
名
。
つ
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
北
川
紀
撰
修
徽
時
の
自
然
な
訓
方
ご
い
ふ

Ｇ
、

・
も
の
は
勿
論
、
ま
し
て
十
七
催
憲
法
制
作
幟
呼
の
洲
方
さ
い
ふ
も
の
は
知
る
に
山
は
な
い
。
多
少
古
傅
ご
い
ふ
も
の
は
め
２
卜
に
し
て
も
、

衆
は
後
批
Ｉ
北
絶
謄
に
催
盟
農
枇
１
１
の
人
が
．
ぁ
臨
謬
日
發
習
し
て
分
ろ
や
う
に
附
識
＃
し
た
鼎
、
今

且
尋

我
交
・
の
見
る
瞥
紀
の
古
訓
ご
い
ふ
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
は
可
及
的
閏
語
に
讃
む
こ
ご
、
而
も
古
代
の
國
語
に
誼
む
こ
ご
に
力
め
た

、

、
，
《

、

■
Ⅱ
１
１
１
‐
１
１
１
．
灯
栖
１
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ｌ

〆

ト
コ
メ
ヅ
ラ
ナ
リ
（
永
久
）
〃

○
○

こ
れ
は
悲
法
第
七
催
の
「
國
家
永
久
」
ご
い
ふ
句
の
永
久
に
つ
け
て
あ
る
一
洲
で
あ
っ
て
、
湖
南
先
生
が
前
擢
の
文
に
次
い
で
、
、

飯
川
氏
が
第
七
催
の
國
家
永
久
の
古
訓
に
永
久
を
「
ト
コ
メ
ッ
ー
こ
さ
あ
る
を
非
ご
せ
し
な
ど
も
、
擁
堂
し
く
は
従
ひ
難
し
。

．
ご
言
は
れ
た
所
で
あ
る
。
こ
れ
は
辿
樺
が
こ
の
催
に
於
て
、

ト
コ
メ
ヅ
ラ
シ
キ

○
永
久
の
洲
。
踊
葉
錐
に
己
斐
許
恥
術
目
紬
次
古
さ
あ
れ
談
こ
、
こ
う
に
は
い
か
シ
な
り
．

ｂ
ご
老
へ
た
の
と
指
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
シ
は
北
野
本
も
Ⅲ
将
寮
本
も
蠅
訓
で
あ
る
が
℃
四
布
崎
本
は
朱
軸
な
く
、
後
入
の
坐
洲
に
ト
コ
メ

０
９
ジ
ヮ

ツ
ラ
ニ
シ
テ
ご
あ
・
り
、
さ
て
通
行
本
は
ナ
ガ
ク
ヒ
サ
シ
ク
シ
テ
ご
肌
ま
せ
て
も
一
洲
に
ト
コ
メ
ッ
ラ
ニ
シ
テ
ご
あ
る
。
処
を
以
て
見
る
Ｅ
、

こ
の
洲
は
も
ご
古
紗
本
に
は
無
か
っ
た
の
が
後
に
入
つ
た
も
の
だ
ら
う
ざ
老
へ
ら
れ
る
。
契
沖
が
眺
葉
雌
の
そ
の
歌
の
訣
に
、
‐

推
古
紀
聖
徳
太
子
十
七
條
悲
法
難
七
手
水
久
ヲ
ト
コ
メ
ッ
ラ
ト
ョ
メ
リ
．
（
代
価
記
結
撰
本
）

○

．
ご
言
っ
た
の
は
、
や
は
り
排
紀
迩
和
本
に
擁
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
ト
コ
は
常
宇
を
洲
ず
る
や
う
に
他
久
の
義
で
あ
っ
て
、
永
久
は
む
し

ろ
ト
コ
ト
今
く
さ
か
、
ト
コ
シ
ヘ
ピ
か
戒
め
ば
却
っ
て
雌
は
な
い
の
で
あ
ざ
が
、
メ
ヅ
ラ
が
附
い
て
若
ぐ
て
愛
す
｜
べ
き
諮
美
の
韮
が
加
は
る

杵
紀
の
訓
方
に
は
、
こ
の
繩
の
語
業
の
多
い
こ
麓
」
も
蝿
悟
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

の
は
勿
術
で
あ
る
が
、
そ
の
間
漢
字
の
字
義
に
つ
い
て
解
繰
的
に
読
む
こ
ど
も
亦
自
ら
免
れ
得
な
か
っ
た
。
殊
に
支
那
典
縦
に
依
擴
し
た

文
Ｄ
そ
の
群
し
い
一
例
ご
見
る
、
べ
き
十
七
催
憲
法
の
如
き
ど
洲
む
段
に
な
る
ご
、
得
て
さ
う
な
り
勝
ち
で
あ
る
。
こ
の
念
・
眼
の
洲
の
如

き
は
、
第
五
條
に
於
け
る
農
（
ア
ヂ
ハ
ヒ
ノ
ム
サ
ポ
リ
）
欲
（
タ
ヵ
ラ
ホ
シ
ミ
）
な
ぎ
の
そ
れ
ら
電
」
共
に
、
そ
の
好
適
な
例
で
あ
ら
う
。

由
■
■
●

１
．１ Ⅱ

Ⅱ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｆ
ｉ
日
Ｎ
吻
円
Ⅲ
叩
咀
１
６
日
Ⅱ
日
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｄ
同
■
同
■
日
■
・

戸
し
り

ilil

渦
粂
小
孜

Ｆ
ｒ
Ｉ
■

凸

｜
’

一
七
（
三
八
六
九
）

､

、
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I

1

、

'

f
、

丈
學
研
究
錐
三
十
三
桝
一
八
（
三
八
七
○
）

爲
に
、
永
久
の
韮
で
は
な
い
ご
い
ふ
の
が
ｂ
通
樺
な
ざ
の
雛
ふ
所
で
あ
っ
て
Ｄ
一
わ
た
り
股
も
な
事
で
あ
る
。

醐
葉
集
の
こ
の
語
は
ト
コ
メ
ヅ
ラ
シ
キ
ご
い
ふ
形
容
河
形
を
取
っ
て
ゐ
る
が
、
平
安
朝
に
入
る
ご
勺
ト
コ
メ
ヅ
ラ
ナ
リ
ど
い
ふ
形
容
動

詞
形
を
取
っ
て
来
る
。
幽
葉
雌
の
こ
の
歌
を
拾
迩
集
が
採
っ
て
、

，
難
波
人
飛
火
焚
く
屋
は
す
ゞ
た
れ
ざ
己
が
妻
こ
そ
ご
こ
め
づ
ら
な
れ
、

ご
改
め
て
ゐ
る
。
こ
の
語
は
躬
恒
躯
・
公
任
集
・
散
水
集
な
ぎ
に
も
表
れ
て
ゐ
る
が
、
皆
形
容
動
詞
形
で
あ
っ
て
、
色
葉
字
類
抄
に
は
、

ヴ
。○

○

「
不
古
」
を
ト
コ
メ
ヅ
ラ
ナ
リ
さ
洲
ん
で
ゐ
る
。
更
に
下
っ
て
温
故
知
新
稗
は
、
「
不
古
」
（
古
を
吉
に
誤
っ
た
本
が
あ
る
）
を
ト
コ
メ
ヅ

、
ラ
シ
ピ
曲
葉
形
に
し
て
出
し
て
あ
る
。
「
不
古
」
ご
い
ふ
の
は
只
恒
久
ご
い
ふ
よ
り
は
ｂ
や
は
り
ト
コ
ワ
カ
ピ
い
ふ
讃
美
の
義
を
も
っ
て

ゐ
て
、
公
任
唯
が
ノ

年
毎
に
ど
こ
め
づ
ら
な
る
鈴
虫
は
ふ
り
て
も
ふ
り
ぬ
朧
ぞ
き
こ
ゆ
る

ぜ
言
っ
た
の
に
、
ト
コ
ス
ッ
ラ
の
好
適
な
解
樺
が
見
え
る
。
ト
コ
メ
識
ツ
ラ
は
己
に
古
語
で
あ
り
、
奥
ゆ
か
し
い
韻
曹
も
あ
る
の
で
、
國
家
Ｌ

の
恒
久
不
老
を
い
ふ
に
華
丈
の
な
い
語
で
は
あ
る
が
、
永
久
の
通
謀
か
ざ
う
か
ご
な
る
ぜ
、
や
は
り
迩
樺
の
言
っ
た
や
う
に
疑
は
れ
る
。
惟

豆

ふ
に
将
紀
の
こ
の
洲
は
極
め
て
古
い
、
こ
は
い
は
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
こ
の
語
の
形
容
詞
形
か
ら
形
容
動
詞
形
に
な
っ
た
時
代
な

る
こ
さ
は
勿
緬
、
恐
ら
く
鎌
倉
以
後
の
袖
入
害
し
係
る
も
の
で
あ
ら
う
ご
恩
ふ
。
元
来
排
紀
の
洲
語
に
つ
い
て
困
難
な
一
つ
は
、
そ
の
語
自

身
の
古
さ
ざ
、
又
そ
れ
が
洲
さ
し
て
入
っ
た
時
代
ざ
を
位
近
づ
け
る
こ
ご
で
あ
る
。
こ
の
ト
コ
メ
ヅ
ラ
ニ
の
如
き
は
語
形
が
や
参
後
代
的

で
あ
り
、
洲
ご
し
て
入
っ
た
の
も
比
較
的
降
っ
て
ゐ
る
こ
さ
を
見
る
一
例
で
あ
ら
う
。
．

Ｎ
み
に
禽
葉
集
の
か
の
歌
の
訓
方
に
つ
い
て
、
古
義
が

〆

「

、

’ ．

’
｜ ’

｣

p

0
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可

’ △
亙
、ノ

ゲ

飲
粥
忍
磯
ヤ
ワ
作
蕊
葬
收
了
（
僻
純
本
三
十
一
，
三
行
）
・

巾
セ
ハ
飢
ヤ
ワ
分
ソ
ヶ
テ
給
ヒ
シ
低
氏
ハ
我
《
不
ト
モ
食
而
給
ト
ソ
次
ケ
ル
（
同
四
十
，
一
行
）

ヒ
タ
リ
、
．

、

Ｉ

弄
勺

が
二
つ
共
ヤ
ワ
ご
あ
る
の
み
で
上
下
に
如
何
に
つ
ず
く
べ
き
か
さ
な
る
ご
わ
ヤ
ワ
を
そ
の
ま
ゞ
慨
言
ご
し
て
洲
む
の
も
一
つ
で
あ
る
が
、
．

そ
れ
で
は
第
二
の
文
が
や
登
鐙
餅
を
峡
く
。
然
ら
ば
川
言
に
洲
ず
る
ご
す
る
Ｅ
、
や
は
ｈ
押
紀
の
川
の
や
う
に
ヤ
ワ
シ
ピ
い
ふ
形
容
例
に

、

す
る
の
が
餐
常
で
あ
ら
う
。
こ
・
の
本
の
他
の
仙
虚
に
、

、

《

椴
力

‐
不
陵
寒
風
蜥
坪
ｊ
飢
ウ
ヱ
媒
コ
イ
迩
逝
二
・
（
解
純
本
川
十
九
泣
言
蒜
）

〆
■
必

の
如
く
、
勁
河
ご
し
て
は
ウ
ヱ
ピ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て

ス
ヤ
ワ
ｒ
、

粥
ヲ
飲
キ
磯
シ
キ
ヲ
忍
ビ
テ
・
…
：
。

ヤ
ワ
ワ

帆
シ
ト
巾
営
〈
分
ケ
テ
給
ヒ
シ
（
又
〈
給
ヒ
タ
・
〃
）
・
…
：
。

さ
て
ウ
ヱ
ご
い
ふ
動
詞
が
、
古
代
に
は
上
の
ウ
は
な
く
て
恥
に
ヱ
さ
の
み
用
ゐ
ら
れ
た
こ
を
は
む
古
歌
謡
が
之
を
厳
す
る
。

ｖ
レ

イ
ュ
キ
マ
雪
フ
ヒ
、
戦
へ
（
、
・
科
ハ
ヤ
悪
ヌ
。
（
古
事
記
）
・
、
〃
↑

イ

ヒ

ダ

ピ

ト

飯
二
悪
テ
、
コ
ャ
セ
ル
ソ
ノ
旅
人
ア
ハ
レ
。
（
椎
古
紀
）

後
祉
の
ウ
ヱ
の
ウ
は
、
ヱ
（
剣
。
）
の
前
行
作
随
汗
が
發
逹
し
て
出
来
た
ら
し
Ｋ
老
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
故
》
一
そ
れ
自
身
に
磯
餓
の
韮
が
あ
っ

た
ご
言
ひ
得
る
四
而
し
て
勁
制
Ｅ
同
語
根
な
る
形
容
湖
の
一
麺
に
、
動
詞
の
語
尼
を
ア
列
喬
に
し
て
シ
ク
活
用
ど
な
る
範
鴫
に
入
る
も
の

●

。
、

迅

な
ぎ
川
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

丈
醗
僻
究
錐
三
十
三
岬

さ
す
べ
き
で
あ
る
こ
ど
間
よ
，
り
で
あ
る
。
さ
て
本
文
の

’
’
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I

ヤ
ハ
。
ａ
与

飢
時
、
ヤ
ハ
シ
は
和
な
め
れ
識
と
、
カ
ッ
シ
て
ふ
語
は
老
へ
え
ず
。

・
な
皇
一
両
っ
て
ゐ
る
の
は
、
年
治
さ
も
あ
ら
う
人
が
で
あ
る
。
そ
れ
は
ざ
も
か
く
こ
の
ヤ
ワ
シ
ご
い
ふ
語
は
、
少
一
く
も
平
安
初
期
に
は
↑
存
在

し
た
こ
さ
が
確
蛮
で
あ
っ
て
℃
か
の
私
記
時
代
の
将
紀
の
訓
方
に
は
入
り
得
た
語
彙
で
あ
る
。

、
～

、
員
一
言
っ
た
。
元
交
錐
吋
袖
親
の
ウ
ヤ
シ
ピ
い
ふ
語
は
、
ワ
行
活
川
の
「
肌
ウ
」
が
ヤ
行
活
用
「
飢
１
」
に
鍵
じ
た
時
代
に
、
古
形
を
忽
か

・
に
し
た
造
語
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
謎
し
た
通
糀
も
亦
語
學
に
は
素
人
で
あ
っ
た
こ
Ｅ
を
暴
露
し
て
ゐ
る
。
｜
術
敷
田
年
流
が
そ
の
概
純
に
於

Ｏ

〃

東
大
寺
弧
訓
交
稲
か
ら
引
い
た
つ
い
で
に
、
今
一
つ
順
学
の
訓
を
附
加
へ
る
。
無
杢
班
凹
紀
か
ら
の
も
の
で
は
な
児
か
の
飛
脚
に
、

Ｌ

，
或
イ
ハ
礫
オ
サ
レ
テ
劔
輪
而
號
オ
ラ
叫
サ
ヶ
ヒ
或
イ
ハ
串
ク
ス
刀
山
而
悶
．
、
ロ
タ
ェ
迷
う
。
（
解
挽
本
四
十
八
頁
四
行
）
。
，

。

ｐ
夕

Ｌ

の
「
串
ス
ク
」
に
は
随
分
考
へ
さ
せ
ら
れ
た
が
、
途
に
ク
ス
ヌ
ク
だ
ら
う
さ
い
ふ
こ
さ
に
落
蒲
い
た
。
丈
は
多
分
、

、
ず

ま
ア
サ
ヶ
タ
ス
公
ゴ
、
画
夕

或
イ
ハ
劔
ノ
輪
二
榛
サ
レ
テ
（
而
）
號
ビ
叫
ビ
、
或
イ
ハ
刀
ノ
山
二
串
カ
レ
テ
（
而
）
燗
エ
迷
う
・
・

文
畢
研
究
錐
三
十
三
鮴
一
三
會
天
七
川
）

對
比
し
て
あ
る
か
ら
、
形
容
詞
ご
老
へ
た
さ
兄
ら
れ
る
が
、
本
文
の
似
名
づ
け
で
は
ヤ
ワ
ス
さ
い
ふ
勤
河
の
や
う
に
Ⅲ
え
る
。
「
ヤ
ワ
シ

ヵ
リ
シ
ト
キ
ー
こ
の
カ
リ
の
縦
脱
で
あ
っ
て
ほ
し
い
・
次
に
辿
樺
は
こ
の
語
密
誰
し
て

ｐ
飢
時
云
盈
・
本
に
飢
彩
ヤ
ハ
シ
カ
ッ
シ
ピ
洲
る
は
護
な
り
。
元
盈
雌
洲
に
ウ
ャ
シ
カ
リ
シ
ご
あ
る
を
正
し
ご
す
べ
し
・
飢
し
か
り

０

て

■

１

ク
ス
ヌ
ク
（
串
）

し
な
膿
リ
。
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、

動

ご
洲
ず
る
の
だ
ら
う
。
、
、

必

蛮
は
私
の
郷
里
淋
刎
”
に
は
や
尖
っ
た
も
の
を
他
の
物
に
突
刺
す
こ
己
を
ク
ス
グ
さ
い
ふ
亥
一
両
が
あ
る
。
「
刺
笹
手
に
ク
ス
グ
」
、
「
杙

○

を
士
に
ク
ス
グ
」
な
ぎ
い
ふ
の
が
処
で
あ
る
。
・
私
は
「
串
ク
色
を
兇
た
時
、
耶
字
は
名
詞
ク
シ
ざ
も
、
動
詞
ツ
ラ
ヌ
ク
ピ
も
訓
す
る
か

ら
、
必
ず
我
が
方
一
二
鄙
の
ク
ス
グ
に
關
係
あ
る
古
語
だ
ら
う
Ｅ
先
つ
老
へ
た
。
血
ち
に
ク
ス
を
頭
に
も
つ
動
詞
を
僻
典
に
索
め
た
が
℃
そ
れ

ら
し
い
も
の
が
見
え
な
い
。
名
義
抄
を
兇
て
初
め
て
ク
ス
ヌ
ク
さ
い
ふ
語
を
得
た
の
で
あ
る
。
樫
・
蝿
・
畷
・
締
・
開
等
の
字
を
洲
ん
で

ゐ
る
。
今
こ
れ
ら
の
文
字
に
つ
い
て
の
詳
純
は
省
く
が
、
拷
刺
也
這
か
批
也
Ｅ
か
い
ふ
洲
の
あ
る
字
で
あ
る
・
・
色
葉
字
類
抄
に
も
ほ
ご
同

様
で
あ
る
。
例
の
和
訓
類
林
に
は
文
選
の
古
訓
か
ら
引
い
て
あ
る
。

《
ク

ク
ス
ヌ
ク
グ
ス

畢
久
弧
奴
久
（
丈
）
今
按
物
之
能
雅
皿
言
適
弧
燕
古
娘
母
○
押
畢
同
訓
（
丈
）
．
。

§

私
は
文
選
を
一
友
探
る
こ
さ
も
出
来
な
か
っ
た
が
も
字
誰
回
に
よ
る
ざ
縦
文
に
「
罪
刺
し
肉
也
」
、
総
記
雑
記
の
註
に
「
畢
笈
一
牲
侭
一
木
也
」

。
○

ざ
あ
り
、
文
選
に
は
『
挫
聯
」
を
「
挫
畢
」
に
作
っ
て
、
畢
・
勝
同
肘
に
し
て
あ
る
ら
し
い
。
挿
字
の
刺
入
也
墜
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
か

Ｏ

〆

、

く
て
こ
シ
の
串
字
は
字
義
上
ク
ス
ヌ
ク
算
ぶ
ん
で
縦
な
い
や
う
で
あ
る
。
。

．
次
に
我
が
方
一
声
の
ク
ス
グ
は
、
亦
ま
さ
し
く
ク
ス
ヌ
ク
か
ら
鍵
化
し
た
も
の
ら
し
く
、
ク
ス
ヌ
ク
の
ヌ
が
溌
》
固
化
し
ロ
從
っ
て
語
尾
ク

／

が
煮
昨
化
し
て
ク
ス
ン
グ
Ｅ
な
り
、
史
に
擁
ず
ぜ
落
し
て
し
ま
っ
た
の
が
ク
ス
グ
で
あ
る
ご
恩
ふ
。
こ
の
語
の
ク
』
ス
は
類
林
の
い
ふ
や
ぅ

に
グ
ス
さ
い
ふ
怖
態
象
徴
音
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
は
ク
シ
（
櫛
・
・
串
）
ご
同
根
の
語
で
あ
っ
て
、
刺
す
義
が
あ
る
の
で
は
な
か
ら
ぅ
か

ご
恩
ふ
。
或
は
ク
．
シ
ヌ
ク
が
母
一
》
叩
同
化
で
輝
幸
凧
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
語
の
並
Ⅷ
通
の
僻
皿
〈
に
存
在
を
保
た
な
い
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